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夕
刻
、
発
電
機
が
止
ま
る
と
太
平
山
頂
上
は

自
然
本
来
の
暗
闇
に
包
ま
れ
る
。
月
明
か
り
や

遠
く
に
浮
か
ぶ
街
の
輝
き
、
天
の
川
や
満
天
の

星
空
。
荒
天
の
折
に
は
ラ
ン
タ
ン
や
懐
中
電
灯

の
ほ
の
か
な
灯
り
。
里
の
暮
ら
し
で
は
気
付
か

な
い
、
僅
か
な
明
か
り
の
有
難
さ
を
し
み
じ
み

と
感
じ
る
。
▽
四
年
に
一
度
の
五
輪
が
終
わ
っ

た
。
華
や
か
な
舞
台
に
立
ち
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
浴
び
る
の
は
ご
く
一
部
。
た
く
さ
ん
の
犠

牲
を
は
ら
い
、
己
と
の
孤
独
な
戦
い
と
過
酷
な

鍛
錬
に
打
込
ん
で
き
た
選
手
た
ち
の
、心
の
灯
・

道
標
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
敗
者

や
出
場
を
逃
し
た
選
手
た
ち
を
含
め
て
、
目
に

見
え
な
い
努
力
の
長
い
積
み
重
ね
に
心
か
ら
賛

辞
を
送
り
た
い
。
▽
山
頂
に
は
、
大
病
を
患
っ

た
方
や
、
日
頃
の
歩
行
も
困
難
な
方
が
、
時
折

お
見
え
に
な
る
。
御
神
徳
や
強
い
信
仰
心
に
導

か
れ
「
神
さ
ん
に
引
っ
張
っ
て
も
ら
っ
た
」
と

皆
さ
ん
お
っ
し
ゃ
る
。
▽
ご
来
光
が
山
一
面
を

照
ら
す
朝
も
あ
れ
ば
、
霧
に
覆
わ
れ
光
も
差
さ

な
い
朝
も
あ
る
。
人
生
も
ま
た
同
じ
。
先
の
見

え
づ
ら
い
人
生
の
中
で
、
一
喜
一
憂
し
な
い
心

の
標
（
し
る
べ
）
を
持
つ
こ
と
は
こ
の
上
な
い

幸
せ
と
な
る
。

秋
祭
ご
案
内
号
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地
元
シ
リ
ー
ズ
�

北
海
道
道
東
三
吉
神
社
参
拝
の
旅

佐
々
木
　
博
　
男

紀
　
子

帯広神社

阿寒湖にて

釧路三吉神社 帯広三吉神社

　

北
海
道
に
行
っ
て
み
た
い
と
話
し
て

い
た
所
へ
の
案
内
に
二
つ
返
事
で
申
し

込
み
ま
し
た
。
参
拝
の
旅
を
よ
そ
に
食

べ
物
や
植
物
、
動
物
の
出
会
い
に
思
い

を
馳
せ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

初
日
は
羽
田
を
経
由
し
て
女
満
別
空
港

に
、
一
路
網
走
三
吉
神
社
に
。
神
社
の

方
を
初
め
県
人
会
、
漁
港
の
方
々
の
歓

迎
に
熱
い
も
の
を
感
じ
、
差
し
入
れ
ら

れ
た
カ
ニ
の
多
さ
に
し
ば
し
幸
福
感
に

浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
網
走
を
後
に
冷
た
い
飛
沫
に

触
れ
た
オ
シ
ン
コ
シ
ン
「
ア
イ
ヌ
語
で

エ
ゾ
マ
ツ
の
群
生
の
意
」
の
滝
、
最
東

部
に
位
置
す
る
知
床
峠
に
向
か
い
ま
し

た
。
曇
り
空
で
標
高
も
あ
り
所
々
残
雪

を
見
な
が
ら
国
後
島
が
見
え
る
事
を
祈

り
ま
し
た
が
、
霧
と
寒
さ
と
強
風
に
断

念
し
ま
し
た
。
摩
周
湖
も
同
様
視
界
ゼ

ロ
で
修
学
旅
行
の
学
生
達
も
沢
山
観
え

ま
し
た
が
展
示
画
面
で
想
像
を
巡
ら
せ

る
の
み
で
し
た
。
足
元
で
は
、
観
光
慣

れ
し
て
い
る
エ
ゾ
リ
ス
が
餌
を
頬
張
る

仕
草
が
と
て
も
可
愛
ら
し
か
っ
た
。
宿

泊
先
の
阿
寒
湖
畔
周
辺
に
は
木
彫
り
の

店
が
た

く
さ
ん

並
び
ア

イ
ヌ
な

ら
で
は

の
雰
囲

気
を
醸

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
世
界
的
に

も
有
名
な
彫
刻
家
で
太
平
山
三
吉
神
社

と
も
親
交
が
あ
る
と
云
う
藤
戸
先
生
の

お
店
を
訪
ね
ま
し
た
。
記
念
に
と
購
入

し
た
フ
ク
ロ
ウ
が
殺
風
景
だ
っ
た
我
が

家
の
玄
関
に
華
を
添
え
て
い
ま
す
。
宿

に
も
先
生
の
巨
大
な
作
品
が
展
示
さ
れ

て
お
り
迫
力
も
さ
な
が
ら
神
秘
的
で
生

命
を
感
じ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
人
の
彫
刻
が
先
生
の
顔
と
瓜
二
つ

に
見
え
た
の
は
、
私
た
ち
だ
け
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

　

三
日
目
、
阿
寒
を
後
に
釧
路
神
社
、

帯
広
神
社
を
正
式
参
拝
。
全
員
玉
串
奉

奠
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
網
走
神
社
同

様
神
社
の
方
々
、
県
人
会
の
方
々
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
朝
か
ら
雨
で
登
別
温
泉

か
ら
地
獄
谷

も
早
々
に
千

歳
市
内
、
プ

レ
ミ
ア
ム
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
、

千
歳
空
港
に

向
か
い
ま
し

た
。
函
館
で

地
震
が
あ
り
、

一
時
間
遅
れ

ま
し
た
が
、

心
地
よ
い
疲

れ
と
北
海
道
の
余
韻
に
つ
か
り
、
帰
路

に
着
き
ま
し
た
。
広
大
な
北
海
道
の
大

地
に
寒
さ
と
戦
い
な
が
ら
開
拓
し
た
先

人
の
苦
労
に
敬
服
で
す
。
そ
の
風
土
で

北
海
道
の
三
吉
神
社
は
秋
田
か
ら
渡
っ

た
人
達
が
心
の
拠
り
所
と
し
て
大
切
に

守
り
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
逞
し
く
生
き
る
人
達
と
触

れ
合
え
た
旅
で
し
た
。
最
後
に
旅
の
プ

ロ
添
乗
員
の
小
野
さ
ん
よ
り
旅
の
三
つ

の
楽
し
み
方

①
準
備
を
す
る
楽
し
み

②
現
地
で
体
験
す
る
楽
し
み

③
帰
っ
て
か
ら
思
い
出
を
話
す
楽
し

み
。

　

正
に
そ
の
通
り
納
得
で
す
。
健
康
で

二
人
揃
っ
て
参
加
出
来
た
事
を
感
謝
す

る
と
共
に
、
同
行
さ
れ
た
神
社
田
村
宮

司
様
、
和
田
様
に
感
謝
で
す
。
又
の
機

会
に
も
参
加
出
来
る
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。

知床にて
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太平山三吉神社賞
金田　晴輝 淳城南小学校 1 年
大谷　紘希 東小学校 5 年
高橋　沙穂 桜中学校 2 年

東日本電信電話㈱秋田支店賞
鈴木　　結 太平中学校 3 年
西畑杏一郎 秋大附属小学校 4 年
工藤　碧生 広面小学校 3 年
伊藤　真優 広面小学校 4 年

秋田魁新報社賞
高橋　倫人 広面小学校 2 年
櫻庭　萌咲 広面小学校 6 年
美作　匠人 秋大学附属小学校 5 年
小嶋　未侑 太平中学校 2 年

秋田中央郵便局賞
加藤　若菜 広面小学校 4 年
武藤　悠生 広面小学校 5 年
熊谷　栄人 広面小学校 3 年
菅原　和夫 大人

秋田銀行広面支店賞
熊谷　浩一 大人
佐藤さくら 広面小学校 6 年
髙橋　　陸 太平中学校 2 年
上田　麻結 さくら幼稚園

北都銀行広面支店賞
天野　智咲 広面小学校 3 年
安部　瑠有 広面小学校 5 年
藤岡　　孝 大人
髙橋　桜子 太平中学校 2 年

秋田信用金庫広面支店賞
髙橋　朱里 太平中学校 1 年
伊藤　優生 広面小学校 5 年
佐々木華蓮 太平中学校 1 年
齋藤　芽吹 広面小学校 5 年

マルシン賞
佐藤さやか 広面小学校 4 年
髙橋　奏子 太平中学校 3 年
畠山　夏菜 広面小学校 2 年
伊藤　優真 広面小学校 5 年

イチノセキ賞
須田　華子 桜小学校 3 年
佐々木大成 太平小学校 5 年
内藤　未稀 広面小学校 3 年
石川　　優 秋田南中学校 2 年

花のヤマト賞
大谷　柚葉 東小学校 2 年
大山　瑠菜 桜小学校 6 年
安倍　結依 4 歳
高橋　里穂 桜小学校 6 年

秋田県信用組合東支店賞
鈴木　純子 大人
森川　瑛叶 保戸野小学校 4 年
伊藤　優泰 広面小学校 5 年
加藤　　結 広面小学校 4 年

ぺんてる賞
大山　瑛愛 ひまわり保育園
利部　李玖 太平中学校 3 年
加茂谷康介 こばと保育園年長
上田　里海 さくら幼稚園

㈲木曽塗装賞
齋藤　由芽 秋大付属小学校 2 年
金田　芽彩 あいじ幼稚園
鈴木　朝陽 聖霊幼稚園年長
長谷川琉賀 下北手小学校 6 年

汎山書道教室賞
進藤　裕輝 太平中学校 2 年
金谷友里香 さくら幼稚園年長
石川　涼介 金足小学校 3 年
川野　陽莉 広面小学校 2 年

淳城南小学校1年　金田晴輝

写生会　７月９日

東小学校5年　大谷紘希

〔太平山三吉神社賞〕

　7月9日第31回目となる恒例の太平山写生会（主催：
太平山写生会実行委員会）が行われ、晴天のもと多
くの幼児・児童・生徒の皆様にご参加を頂き、過去
最多となる150作品ほどの出品を頂きました。
　その中から以下の方々がめでたく入賞され、8月20
日に表彰式を開催しました。

入賞者一覧（順不同）

第31回太平山写生会
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早
い
も
の

で
間
も
な
く

山
の
シ
ー
ズ

ン
も
終
わ
り

を
迎
え
ま

す
。
毎
年
五

月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て
山

頂
で
使
用
す
る
荷
物
や
食
材
・
燃
料

等
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
運
搬
し
、
山

開
き
の
準
備
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て

今
頃
に
な
る
と
荷
上
げ
時
に
準
備
し

た
食
料
や
個
人
の
荷
物
も
少
な
く
な

り
、
徐
々
に
山
閉
め
作
業
に
向
け
た

準
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

太
平
山
頂
上
（
一
、一
七
〇
メ
ー
ト

ル
）
に
鎮
座
す
る
奥
宮
と
参
籠
所
へ

行
く
に
は
、
一
番
近
い
登
山
道
の
旭

又
口
か
ら
徒
歩
で
約
三
時
間
半
。
山

登
り
初
心
者
の
方
や
団
体
登
山
の
場

合
、
四
時
間
か
ら
五
時
間
掛
か
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
、
健
脚

な
方
は
二
時
間
～
二
時
間
半
程
で
登

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

山
頂
で
は
ま
だ
雪
が
残
る
春
先
の

奥
宮
視
察
か
ら
始
ま
り
、
荷
上
げ
、

開
山
祭
・
閉
山
祭
等
の
神
事
、
主
に

登
山
初
心
者
の
方
を
対
象
に
し
た
山

ガ
ー
ル
登
山
会
（
女
性
限
定
）
や
登

ろ
う
会
、
来
る
冬
に
備
え
て
九
月
下

旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け
て
行
う
山

閉
め
（
山
小
屋
閉
鎖
）、
十
一
月
上
旬

に
行
う
山
小
屋
完
全
閉
鎖
と
様
々
な

行
事
が
あ
り
ま
す
。
と
て
も
神
社
職

員
の
力
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な
い
た

め
、
協
力
会
の
メ
ン
バ
ー
の
お
力
を

お
借
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

協
力
会
と
は
正
式
名
称
を
太
平
山

三
吉
神
社
協
力
会
と
称
し
、
平
成

二
十
三
年
十
二
月
八
日
に
発
足
し
た

ま
だ
新
し
い
会
で
す
。
山
や
里
宮
で

の
年
中
行
事
で
お
手
伝
い
に
来
て
頂

い
て
い
た
方
々
を
中
心
に
始
ま
り
ま

し
た
。
発
足
当
初
二
十
六
名
だ
っ
た

会
員
も
現
在
で
は
三
十
四
名
に
な
り
、

女
性
会
員
も
少
し
ず
つ
増
え
ま
し
た
。

中
に
は
県
外
在
住
の
方
も
何
名
か
在

籍
し
て
お
り
、お
仕
事
の
合
間
を
縫
っ

て
梵
天
祭
な
ど
で
助
勢
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。
山
で
の
活
動
を
中
心
に
、

年
末
年
始
の
振
る
舞
い
酒
や
ど
ん
と

祭
・
春
秋
の
お
祭
り
等
、
人
手
が
必

要
な
作
業
を
お
願
い
す
る
場
合
は
神

社
協
力
会
に
在
籍
し
て
い
る
方
々
を

中
心
に
お
手
伝
い
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
毎
年
念
入
り
に
行
っ
て

い
る
の
が
登
山
道
整
備
作
業
で

す
。
今
年
は
開
山
祭
で
神
人
の
方
々

が
通
る
野
田
口
（
太
平
山
の
表
口
）

の
登
山
道
コ
ー
ス
の
草
刈
を
重
点
的

に
行
い
ま
し
た
。
登
山
道
入
り
口
か

ら
作
業
を
行
う
人
、
前
日
か
ら
入
山

し
て
翌
日
山
頂
か
ら
徐
々
に
草
刈
を

行
う
人
、
コ
ー
ス
の
中
間
を
担
当
す

る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
場
を
分
担
し

て
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
野

田
口
は
旭
又
コ
ー
ス
よ
り
も
距
離
が

長
く
険
し
い
コ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
非
常
に

登
り
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

つ
い
最
近
の
活
動
で
は
、
八
月
に

第
三
回
目
と
な
る
神
社
東
側
（
武
道

場
、
大
駐
車
場
側
）
整
備
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
昨
年
の
第
一
回
目
は
杉

の
葉
や
そ
の
他
落
ち
葉
類
の
除
去
、

枝
切
作
業
を
行
い
、
大
量
の
落
ち
葉

や
枯
れ
枝
が
出
ま
し
た
。
二
回
目
の

作
業
で
は
前
回
の
続
き
を
行
い
、
よ

う
や
く
第
三
回
目
で
杉
の
木
付
近
の

境
い
目
に
新
し
い
杭
を
打
ち
、
ロ
ー

プ
を
掛
け
る
補
修
作
業
を
ま
で
進
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
綺
麗
に
な
っ

た
境
内
は
非
常
に
清
々
し
い
で
す
。

　

協
力
会
で
は
新
規
会
員
を
随
時
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
で
は
二
十

代
～
八
十
代
の
メ
ン
バ
ー
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
山
に
興
味
が
あ
る
方
、

神
社
に
興
味
が
あ
る
方
、
活
動
に
興

味
が
あ
る
方
大
歓
迎
で
す
。
ご
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

　
神
社
協
力
会

・
年
会
費
三
千
円
（
運
営
費
と
し
て
）

　

※
但
し
女
性
及
び
満
三
十
五
歳
未

　
　

満
の
方
は
免
除

・
特
典

　

・
山
頂
参
拝
所
休
憩
・
宿
泊
無
料

　

・
各
種
懇
談
会
へ
の
ご
案
内
な
ど

言
挙
げ
�

太
平
山
と
神
社
協
力
会権

禰
宜
　
和
　
田
　
恵
梨
子

太平山視察隊

境内作業
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三皇熊野神社里宮（お話し）

太平山三吉神社
（総計約11，2ｋm）

萬雄寺

香奇館・明田富士・磯前神社 本念寺（お話し）

太平山三吉神社 満福寺

　

今
回
の
参
拝
旅
行
は
北
海
道
道
東

地
域
に
鎮
座
す
る
各
地
の
三
吉
神
社

参
拝
を
目
玉
に
十
七
名
の
方
に
ご
参

加
頂
き
、
事
故
等
も
な
く
盛
会
裡
に

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
に
は
秋
田
か
ら
開
拓
に

入
っ
た
方
も
多
く
、
各
地
に
当
社
の

御
分
霊
を
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
三
吉

神
社
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
は
網
走
・
釧
路
・
帯
広
の
三

吉
神
社
様
並
び
に
帯
廣
神
社
様
を
正

式
参
拝
い
た
し
ま
し
た
。
出
羽
国
太

平
山
で
生
ま
れ
た
三
吉
霊
神
様
が
、

遠
く
離
れ
た
北
の
大
地
に
し
っ
か
り

と
根
付
い
て
、
地
元
の
方
々
の
心
の

拠
り
所
と
し
て
崇
敬
を
受
け
て
い
る

姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
参
加
者

一
同
感
慨
も
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。

各
社
御
神
前
に
て
の
進
藤
義
声
・
久

孝
両
氏
に
よ
る
【
三
吉
節
】（
梵
天
唄
）

奉
納
に
、
道
東
に
鎮
ま
る
三
吉
霊
神

様
も
、
さ
ぞ
か
し
お
喜
び
に
な
ら
れ

た
に
違
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
知
床
半
島
・
阿
寒
湖
・

登
別
温
泉
・
網
走
監
獄
な
ど
北
海
道

な
ら
で
は
の
豊
か
な
自
然
・
観
光
地

ま
わ
り
も
た
っ
ぷ
り
と
堪
能
し
、
ま

た
各
地
で
ご
関
係
の
皆
さ
ま
か
ら
大

変
な
ご
歓
待
を
頂
き
、
御
神
縁
の
有

難
さ
も
感
じ
る
思
い
出
深
い
心
に
残

る
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

道
東
ご
関
係
の
皆
さ
ま
、
ま
た
ご

参
加
頂
い
た
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（
宮
司 

田
村
泰
教
）

　市内の社寺等をまわり、健康増進を図る歩こう会を下記の通り開催いたします。
是非、お仲間お誘い合わせの上ご参加下さい。
　日　　時　平成28年10月23日（日）　午前7時30分	 集合
	 午後11時30分　ゴール予定
　申込締切　10月15日
　参　加　費　1,000円（保険、記念写真代を含む）
　※詳細は係：原田・佐々木までお問合せ下さい。

歩こう会のご案内第25回

道
東
三
吉
神
社
参
拝
旅
行
報
告

平
成
二
十
八
年
六
月
十
三
日
～
十
六
日

網走三吉神社
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五
月
二
十
九
日
に
荷
物
の
空
輸
を

行
っ
て
か
ら
、
太
平
山
頂
上
奥
宮
・
参

籠
所
に
は
、
本
年
も
県
内
外
か
ら
の
多

く
の
登
拝
者
を
迎
え
、
お
陰
様
を
も
ち

ま
し
て
、
今
ま
で
大
き
な
事
故
や
災
害

も
な
く
今
月
末
を
も
っ
て
、
山
頂
も
閉

鎖
と
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
続
く
猛
暑
（
雨
不
足
）
や

豪
雨
な
ど
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
登
山

道
や
登
山
口
ま
で
の
道
路
等
に
も
支
障

は
無
く
、
講
社
を
始
め
と
す
る
山
頂
祈

祷
者
や
遠
方
か
ら
の
登
山
愛
好
家
、
そ

し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
山
ガ
ー
ル
や

若
い
方
々
の
姿
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

開
山
祭
を
始
め
と
す
る
諸
祭
事
や
第

五
十
八
回
太
平
山
登
ろ
う
会
・
第
六
回

山
ガ
ー
ル
登
山
等
の
神
社
主
催
登
山
会

を
始
め
、
各
団
体
様
が
主
催
さ
れ
る
登

山
会
も
つ
つ
が
な
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
空
気
も
澄
ん
で
登
山

に
格
好
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
山
頂
一

帯
が
紅
葉
で
覆
わ
れ
、
景
色
も
ま
た
格

別
と
な
り
ま
す
。
十
分
に
安
全
に
留
意

し
て
有
意
義
な
太
平
山
登
山
を
お
楽
し

み
下
さ
い
。

※
今
年
の
山
頂
は
十
月
二
日
（
日
）

よ
り
無
人
（
一
部
開
放
）
と
な
り
、

十
一
月
初
旬
か
ら
明
年
五
月
ま
で
は

完
全
に
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。

清掃登山 5/29

登山道整備作業　7/2

太平山登山チャレンジ　7/10

第 58回登ろう会　9/3・4

奥羽住宅一行　6/11

若竹講社一行　7/28・29

開山祭神人奉仕　7/17

髙穂神社一行　6/18・19

第 6回山ガール登山　7/23・24

秋田RC一行　7/30・31

開
山
期
間
中
の
太
平
山
報
告
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竿
灯
と
梵
天
が
空
を
舞
う
妙
技

を
ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

　

御
神
体
を
奥
宮
に
御
遷
御
申
し

上
げ
ま
し
た
。

　

半
年
の
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
る

節
目
の
神
事
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　

各
講
中
に
ご
参
列
頂
き
ま
し

た
。

みよしスケッチ

開
山
祭
（
七
月
十
七
日
）

夏
越
の
大
祓
（
六
月
三
十
日
）

竹
駒
神
社
奉
賛
会
ご
参
拝（
七
月
二
十
三
日
）

講
社
祭
（
八
月
八
日
）

八
日
町
竿
灯
会
（
八
月
四
日
）
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左
記
の
通
り
、
平
成
二
十
八
年
度
秋
季
例
大
祭
を
斎
行

い
た
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
友
人
同
士
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
大

勢
の
方
に
ご
参
列
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

宵
　
宮
　
祭
　
十
月
十
六
日
（
日
）
午
後
六
時

例
　
大
　
祭
　
十
月
十
七
日
（
月
）
午
前
十
一
時

（
各
日
と
も
祭
典
後
直
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。）

◎
ご
参
列
の
方
は
、
十

月
七
日
ま
で
に
係 

（
和
田
）
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

《
巫
女
舞
》

（
十
六
日
）　

秋
田
舞

（
十
七
日
）　

浦
安
の
舞

秋
季

の
ご
案
内

例
大
祭

　年末年始に巫女の奉仕頂ける方を募集いたします。
　（10月１日受付開始）
　当社の顔として参詣者と接する巫女奉仕はとても重要な 
お務めであり、貴重な体験になるものと思います。
　ご希望の方は、気軽にお問合わせ下さい。（係　和田）
　○奉　仕　対　象：高校生・大学生（女性）
　○奉　仕　日：年末年始ご都合の良い日（3 ～ 4日程度、応相談）
※事前に提出頂く書類及び面接（11月）がございます。
※希望者多数の場合は、ご奉仕頂けない場合がございます。

巫女奉仕者募集年末年始

祝 七 五三
（３才・５才）の男児及び（３才・７才）の女児の七五三参り
を下記の期間とり行います。ご家族お揃いでお祝い下さい。
　○期　日　９月～ 12月中
　○時　間　朝 8：30 ～夕方 5：00（随時、ご予約不要）
（期間・時間外にご希望の方は予めご連絡下さい）


